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原子炉建屋地下2階（468gal）

地盤の特性に
より地震動の
大きさが変化

基準地震動（最大1009gal）

県民意見などを踏まえた論点の検証

東海第二発電所安全性検討ワーキングチームの概要

国の新規制基準（地震関係）の概要
最新の知見を踏まえ、建屋や設備などの設計の基本
となる地震の揺れの大きさ（基準地震動）を策定

基準地震動によって建屋や設備などの機能が
損なわれないよう耐震性を確保

▶　ボーリング調査などに
より、地層にずれや変形
がなく、敷地内から敷地
外にかけておおむね水平
な火山灰層が広がってい
ることを確認。

▶　文献調査および空中写
真判読の結果、地すべり
地形などは認められない。

・2014年に県原子力安全対策委員会の下に設置。
・地震学、津波工学、原子炉工学、放射線障害、環境放射能、建築構造地震工学、原子力材料
　技術（経年劣化評価）等の専門家10名で構成。
・2014年7月（第 １回）〜　国の新規制基準適合性審査の状況を踏まえて検証
・2020年2月（第16回）〜　県民意見も踏まえた200を超える安全性の論点の検証を開始

▶　安全機能を有する構築物、系統および機器に関する耐震設計上
の裕度（許容値に対する余裕）の確認

▶　事故時の拠点となる緊急時対策所を免震設計ではなく耐震設
計としたことの考え方　など

○　県では、2019年1月から2月にかけて東海村および周辺５市において、原子力規制庁による東海第二発電所の
新規制基準適合性審査の結果について住民説明会を開催するとともに、同年１月から３月にかけて安全性に係る
意見募集を実施しました。

○　住民説明会や意見募集により県民の皆さまから頂いたご意見（計1,215件）のうち、地震対策に関するご意
見は72件あり、それらのご意見を16の論点に整理しました。

○　東海第二発電所安全性検討ワーキングチームにおいて、地震対策について、委員の指摘による論点に、県
民意見を踏まえた16の論点を加えた25の論点について、検証を進めています。

▶　新設する安全上重要な施設は、見直した基準地震動でもその機能が損
なわれないよう設計。

▶　既存の建屋や設備についても、基準地震動による耐震評価を行い、健
全性を確認。補強が必要と判断されたものについては、耐震補強工事を
実施。

◀解放基盤表面（地下370m）
〔700m/s以上の速さで地震波（S波）が伝わる硬質地盤〕

※約12〜13万年前以降、活動した可能性がある断層

棚倉破砕帯東縁付近の推定活断層 塩ノ平地震断層塩ノ平地震断層

北方陸域の断層北方陸域の断層
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活断層に係る論点 　基準地震動の策定に係る論点 耐震設計に係る論点

▶　敷地の原地盤に係る液状化に関する評価条件（試験結果等を
含む）の明確化

▶　外部電源の送電線・開閉所に対する地震対策上の対応　など

その他の論点

基準地震動の策定 耐震設計

発電所敷地内に活断層は
なく、将来活動する可能
性のある断層は認められ
ない。

新設設備：許容値を十分下回るよう設計
既設設備：許容値を超えるものについて
　　　　　は耐震補強工事を実施

地盤の特性により地震動の大きさが変化す
るため、評価対象の建屋や設備ごとに地震
波の伝わりと評価対象の揺れを個別に評価

それぞれの設備に発生する応力や応答加
速度などを評価

0203
敷地周辺の活断層の分布

発電所の耐震設計をする際に考慮している断層
異なる断層が連動することを考慮している断層

原子炉建屋などの安全上重要な施設は活断層  が
ない地盤に設置

※

▶　基準地震動策定の保守性（安全側の評価になっているか）
▶　発電所真下など太平洋プレート内に震源を置いた場合の地震

動評価
▶　茨城県地震被害想定の見直し（2018年12月）で用いた地震動

の評価　など

▶　発電所敷地およびその周辺における活断層の有無の判断根拠
▶　未知の活断層により発生する地震の考慮
▶　棚倉破砕帯に係る追加調査結果および敷地周辺での活動性評
　価　など

新規制基準を踏まえた東海第二発電所の地震対策

▶　下図に示す4つの種類の地震（震源）について、地域特性や評価条件の
ばらつきなどを考慮した上で、複数の基準地震動（最大1009gal  ）を策定。

※ gal( ガル) とは、地震の大きさを加速度で表したもの。
　1gal=1cm/s2

※

④震源を特定せず策定する地震
　 2004 年北海道留萌支庁南部地震
　（マグニチュード Mw5.7）最大610gal③海洋プレート内地震

　 茨城県南部の地震（他の地震に包絡されることを確認）

①内陸地殻内地震 最大903gal
　  F1 断層、北方陸域の断層、塩ノ平
　  地震断層の連動による地震
　  （マグニチュード M7.8）

北米プレート

フィリピン海
プレート

太平
洋プ
レー
ト

①
④

②
③

※ワーキングチームでの検証状況の詳細に
　ついては、県ホームページをご覧ください。

②プレート間地震
　 2011年東北地方太平洋沖型地震
　（マグニチュード Mw9.0）

基準の改正を受け、基準地震動 1 波
の追加について、国に原子炉設置変
更許可申請中

( 新規制基準に基づく基準地震動の中で最大 )
最大1009gal

（参考）東北地方太平洋沖地震前
最大600gal



 


